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「
新
人
類
」
論
の
流
行
と
そ
の
背
景

　
日
本
青
年
の
労
働
観
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
。
学
校
で

の
進
路
指
導
や
職
業
指
導
の
領
域
で
は
、
学
卒
就
職
者
の
大
都
市
へ

の
流
入
と
定
着
問
題
、
つ
ま
り
若
者
の
離
転
職
の
背
景
究
明
や
そ
こ

に
関
わ
る
勤
労
観
の
形
成
に
つ
い
て
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に

か
け
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。

　
八
○
年
代
半
ば
に
は
「
新
人
類
論
」
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、
マ

ス
コ
、
・
・
に
よ
る
若
者
風
俗
論
の
一
種
で
あ
り
、
議
論
の
焦
点
は
、
企

業
内
で
の
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
．
フ
だ
っ
た
。

’
「
気
に
染
ま
な
い
仕
事
を
強
要
す
る
と
、
、
す
ぐ
に
辞
め
る
」
、
，
「
指

・
示
さ
れ
た
事
だ
け
は
き
ち
ん
と
こ
な
す
が
、
そ
の
他
の
こ
と
を
し
な

い
」
、
　
「
残
業
を
命
じ
て
も
デ
ー
ト
で
断
る
」
、
　
「
正
社
員
に
な
ろ
う

と
せ
ず
、
好
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
る
」
、
な
ど
な
ど
。
組

織
で
働
く
際
の
価
値
観
や
態
度
全
般
が
、
年
長
世
代
の
「
旧
人
類
」

と
対
比
さ
れ
た
。
企
業
内
で
上
司
に
あ
た
る
「
旧
人
類
」
の
理
解
を

超
え
た
若
者
「
新
人
類
」
の
行
動
が
胴
上
に
の
せ
ら
れ
た
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
「
青
年
が
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
年
長
者
の

若
者
論
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
　
「
新
人
類
」
論
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
　
「
新
人
類
論
」
が
論
と
し
て
広
が
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
企

業
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
変
化
と
連
動
し
た
た
め
で
あ
る
。
業
種
・
業

態
の
変
化
や
、
大
企
業
で
の
出
向
・
転
籍
や
専
門
職
制
度
の
導
入
な

ど
、
企
業
社
会
の
「
リ
ス
ト
ラ
」
は
、
若
者
を
指
導
す
る
中
間
管
理

職
た
ち
の
立
場
を
微
妙
な
も
の
に
し
、
モ
デ
ル
と
な
る
上
司
像
が
曖

昧
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
企
業
へ
忠
誠
を
つ
く
す
「
旧

一　28　一

-
v 
M -
= 
p 
a 

= 
-d -
z -
z 

= -ー-v -
z -W 
F -
-m m 
E 

F --
w -w 
-w -
-2 
・w

z -ー
ー“ ーー-
E 
-M Z -e 
g -
----
ーー-
'" --
F -E -
w --V 
E --
v -M d 
--ー-M 
w 
v -w d 
a 

v 
m 
v -M d 
p 
u -F e 
e 

s --a z 
e 
e -， 
E -e 
d --M -
'" F M 
e 
d 

=ー戸
・aw -d ゆ
伊

豆-
M 
E -F 
'" --M 
M 

e 
m 
e 
e -w --M F -e 
v 
dゅ
F -m g 
-e -e g 
g ， 
p 

・me -v -e 
g -F -= 
ゆ
凶
4 -， 
g --p --e ・mm 
e 

s 
z -F m 
e 

-ーー-
4 

3 
F 

2 
F ， 
F -王
室-2 
6 

2 -F a 
p -p m 
a 

喜-z 
宮

日
本
青
年
の
労
働
観
と
そ
の
比
較

士
口

本

圭

皇
室

主

主

= 

Z 

E 

E 

= 
E 

2 

2 

2 

2 

E 

Z 

2 

2 

E 

Z 

至

= 
= 

z 

z 

吾

1 

「
新
人
類
」
論
の
流
行
と
そ
の
背
景

日
本
青
年
の
労
働
観
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
。
学
校
で

の
進
路
指
導
や
職
業
指
導
の
領
域
で
は
、
学
卒
就
職
者
の
大
都
市
へ

の
流
入
と
定
着
問
題
、

つ
ま
り
若
者
の
離
転
職
の
背
景
究
明
や
そ
こ

に
関
わ
る
勤
労
観
の
形
成
に
つ
い
て
、
六

0
年
代
か
ら
七
。
年
代
に

か
け
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。

八

0
年
代
半
ば
に
は
「
新
人
類
論
」
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、

ス
コ
ミ
に
よ
る
若
者
風
俗
論
の
一
種
で
あ
り
、
議
論
の
焦
点
は
、
企

業
内
で
の
世
代
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
だ
っ
た
。

「
気
に
染
ま
な
い
仕
事
を
強
要
す
る
と
、

示
さ
れ
た
事
だ
け
は
き
ち
ん
と
こ
な
す
が
、
そ
の
他
の
こ
と
を
し
な

す
ぐ
に
辞
め
る
」
、

「指

い」、

「
残
業
を
命
じ
て
も
デ
1
ト
で
断
る
」
、

「
正
社
員
に
な
ろ
う組

と
せ
ず
、
好
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
る
」
、
な
ど
な
ど
。

織
で
働
く
際
の
価
値
観
や
態
度
全
般
が
、
年
長
世
代
の
「
旧
人
類
」
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と
対
比
さ
れ
た
。
企
業
内
で
上
司
に
あ
た
る
「
旧
人
類
」
の
理
解
を

超
え
た
若
者
「
新
人
類
」
の
行
動
が
姐
上
に
の
せ
ら
れ
た
。

い
つ
の
時
代
に
も
「
青
年
が
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
年
長
者
の

若
者
論
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

「
新
人
類
」
論
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。

「
新
人
類
論
」
が
論
と
し
て
広
が
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
企

ーマ

業
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
変
化
と
連
動
し
た
た
め
で
あ
る
。
業
種
・
業

態
の
変
化
や
、
大
企
業
で
の
出
向
・
転
籍
や
専
門
職
制
度
の
導
入
な

ど
、
企
業
社
会
の
「
リ
ス
ト
ラ
」
は
、
若
者
を
指
導
す
る
中
間
管
理

職
た
ち
の
立
場
を
微
妙
な
も
の
に
し
、
モ
デ
ル
と
な
る
上
司
像
が
暖

昧
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

企
業
ヘ
忠
誠
を
つ
く
す
「
旧



人
類
」
の
働
き
方
は
、
　
「
過
労
死
」
に
よ
っ
て
敬
遠
さ
れ
、
リ
ス
ト

ラ
を
狙
う
企
業
経
営
側
か
ら
も
「
組
織
依
存
的
な
中
高
年
」
と
し
て

批
判
の
的
に
な
っ
て
き
た
。

　
つ
ま
り
、
　
「
会
社
へ
の
忠
誠
心
」
は
、
か
つ
て
、
適
切
な
人
材
確

保
と
技
術
継
承
・
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
の
価
値
観
だ
っ
た
。
し
か

し
、
終
身
雇
用
・
年
功
処
遇
的
な
モ
デ
ル
に
乗
っ
て
上
位
の
ポ
ス
ト

を
占
め
る
「
旧
人
類
」
は
、
い
ま
や
労
働
費
用
を
高
騰
さ
せ
る
ボ
ト

ル
・
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。
逆
に
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
で
、
若

者
の
価
値
観
や
行
動
様
式
の
方
に
、
一
定
の
理
解
と
配
慮
が
示
さ
れ

て
き
た
。
特
に
バ
ブ
ル
黒
地
で
人
材
流
動
の
活
発
化
し
た
時
代
に
は
、

「
新
人
類
」
の
、
組
織
に
拘
泥
せ
ず
に
、
個
人
的
な
生
活
や
価
値
を

重
視
し
、
ノ
リ
を
大
切
に
す
る
価
値
観
が
も
て
は
や
さ
れ
た
り
も
し

た
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
現
代
・
日
本
の
若
者
の
労
働
観
は
ど
の
よ
う
な
特
色

を
持
っ
て
い
る
の
か
、
　
『
第
五
回
世
界
青
年
意
識
調
査
』
の
結
果
か

ら
検
討
し
て
み
よ
う
（
紙
数
の
限
定
か
ら
、
具
体
的
な
数
値
等
に
つ

い
て
は
、
総
務
庁
『
第
五
回
世
界
青
年
意
識
調
査
・
細
分
析
報
告
書
』

一
九
九
五
年
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
）
。

2

若
者
の
労
働
．
観
の
構
造

　
世
界
＝
ヵ
国
の
青
年
が
、
労
働
を
ど
う
意
味
づ
け
て
い
る
の
か
、

「
労
働
の
目
的
」
、
　
「
仕
事
以
外
で
の
上
司
と
の
関
係
」
、
　
「
仕
事
の

責
任
と
き
っ
さ
」
、
　
「
裕
福
さ
と
労
働
」
、
　
「
昇
進
基
準
と
し
て
の
業

績
と
年
功
」
め
五
つ
の
職
業
関
係
の
質
問
を
も
と
に
因
子
分
析
し
、

二
つ
の
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。

　
第
一
因
子
は
、
　
「
労
働
の
目
的
・
意
味
」
に
関
わ
る
変
数
が
大
き

な
因
子
負
荷
を
示
し
て
お
り
、
　
「
労
働
の
社
会
性
i
個
人
性
」
軸
と

名
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
軸
の
一
の
極
に
は
個
人
と
し
て
「
収

入
の
た
め
」
に
働
き
、
，
＋
の
極
に
は
「
社
会
人
と
し
て
の
義
務
」
で

働
く
労
働
観
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
第
二
因
子
は
、
　
「
労
働
の
自
暴
的
な
価
値
－
手
段
的
な
価
値
」
軸

と
名
づ
け
た
。
＋
の
極
に
は
「
働
か
な
い
で
も
楽
に
暮
ら
し
て
い
け

る
だ
け
の
お
金
が
あ
っ
て
も
、
何
か
仕
事
を
し
た
い
」
、
「
仕
事
は
き

つ
く
忙
し
い
が
、
権
限
と
責
任
を
持
た
せ
て
く
れ
る
職
場
が
よ
い
」

と
い
う
、
労
働
そ
れ
自
体
価
値
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
位
置
す
る
。

一
の
極
に
は
、
　
「
働
か
な
い
で
も
楽
に
暮
ら
し
て
い
け
る
だ
け
の
お
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金
が
あ
れ
ば
遊
ん
で
暮
ら
し
た
い
」
、
　
「
権
限
と
責
任
は
持
た
せ
て

く
れ
な
い
が
、
仕
事
は
楽
で
忙
し
く
な
い
職
場
が
よ
い
」
と
い
う
回

答
が
あ
る
。
一
定
の
収
入
が
得
ら
れ
た
り
、
一
定
の
社
会
的
義
務
を

果
た
せ
ば
、
そ
れ
以
上
の
労
働
を
避
け
る
よ
う
な
、
労
働
1
1
手
段
と

い
う
価
値
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
因
子
を
座
標
軸
と
し
て
四
つ
の
象
限
が
区
別
で
き
る
（
図

1
）
。
第
一
象
限
は
「
労
働
が
社
会
的
な
義
務
で
あ
り
」
「
た
と
え
お

金
が
あ
っ
て
も
何
か
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
労

働
の
社
会
的
な
目
的
的
価
値
を
認
め
て
い
る
傾
向
が
強
い
青
年
た
ち

で
あ
る
。
産
業
社
会
を
牽
・
引
す
る
「
旧
人
類
」
の
規
範
で
も
あ
り
、

過
労
死
に
至
る
ま
で
会
社
に
献
身
す
る
モ
ー
レ
ツ
社
員
か
も
し
れ
な

い
。　

第
二
象
限
は
、
人
が
一
般
に
働
く
の
は
「
労
働
は
収
入
を
得
る
た

め
」
だ
が
、
自
分
は
「
お
金
が
あ
っ
て
も
何
か
仕
事
を
し
た
い
」
と

い
う
、
労
働
へ
の
志
向
で
あ
る
。
　
「
仕
事
」
の
中
に
、
収
入
を
得
る

だ
け
で
は
な
く
、
　
「
仕
事
を
通
じ
て
自
分
を
生
か
す
」
な
ど
の
「
労

働
の
自
己
実
現
的
価
値
」
が
あ
れ
ぽ
、
彼
ら
も
「
モ
ー
レ
ツ
」
に
働

く
だ
ろ
う
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
志
向
す
る
「
新
人
類
」
　
（
千
石
保

『
「
ま
じ
め
」
の
崩
壊
』
サ
イ
マ
ル
出
版
社
、
一
九
九
一
年
参
照
）

を
想
定
で
き
る
。

　
第
三
象
限
は
、
「
労
働
は
収
入
を
得
る
た
め
」
で
あ
り
「
お
金
が
あ

れ
ば
遊
ん
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
労
働
は
「
苦

痛
」
で
あ
り
、
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
よ
い
。
労
働
以
外
の
生
活

の
何
か
に
高
い
価
値
が
あ
り
、
　
「
一
定
の
サ
ラ
リ
ー
が
得
ら
れ
れ
ぽ

残
業
し
な
い
」
、
「
安
月
給
で
も
週
休
二
日
」
を
選
ぶ
「
新
人
類
」
の

若
者
で
あ
る
。

　
第
四
象
限
は
、
「
労
働
は
社
会
人
と
し
て
の
義
務
」
で
あ
り
、
「
お

金
が
あ
れ
ば
遊
ん
で
暮
ら
し
た
い
」
　
「
仕
事
は
楽
で
忙
し
く
な
い
職

場
」
が
よ
い
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
、
労
働
は
、
「
社
会
人
の
義
務
」

で
あ
り
、
だ
か
ら
働
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
高
い
価
値
を
置
い
て
い
な
い
。
労
働
が

社
会
参
加
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
労

働
を
忌
避
す
る
揚
合
、
そ
れ
は
社
会
参
加
そ
の
も
の
へ
の
消
極
的
な

姿
勢
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
、
こ
の
四
つ
の
象
限
、
①
「
社
会
的
貢
献
」
、
②
「
自
己
実

現
」
、
③
「
労
苦
」
、
④
「
社
会
的
義
務
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
二

つ
の
因
子
軸
と
四
象
限
の
命
名
に
あ
た
っ
て
は
、
杉
村
芳
美
『
脱
近

代
の
労
働
観
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
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第
2
因
子
（
＋
労
働
は
目
的
的
、

［
労
働
は
手
段
的
）

1

図1　世界11力国の青年の労働観
　　　　（1）各国青年の労働観プロット

0．6

（第2象限： 自己実現） （第1象限 ：社会的貢献）

O．4

韓宝

囲

0．2 スウェ 嚇ン

腿
菌

ラジル

圏

ギリス 噛
0

園　アメ1 カ

圏

フラン

@哩
ドイツ 霜

一D．2

’

一〇．4

ロシア
囹

一〇．6

|0．8

（第3象限：労 苦） （第4象限 ：社会的義務）

一〇．8　一〇．6　一一〇．4　一〇．2　O　O．2　O．4　O．6
　　　第1因子（一個人志向・・・・・・・・・・・・・・・・…　　り＋社会志向）

o．　81

（2）労働観の2因子の因子負荷：量
第1』因子 第2因子

②　Q24労働の目的B（十社会人としての義務・・…　一その他）

@　Q24労働の目的A（＋収入…　　一・・・・…　一その他）

1”b：曝　一〇．800：

0，036

O，213

回目29昇進・昇給　（＋勤続年数・・・・・・…　一勤務成績）廓 、．．9，榔」 一〇．156

④　Q26望ましい職場（＋権限と責任…　　ド・山楽で忙しくない）＊

D　Q27生活と仕事　（＋お金があっ．ても仕事・・一遊んで暮らす）

一〇．015

O，175

③　Q25上司との関係（＋仕事以外でつき合う・・一つき合わない）串 一〇．104 し，ρ！碧昼」

（注）1　因子負荷量は，それぞれ正規化しt：変数の直交回転後の値である。

　　2　率のついている変数は，解釈を容易にするため，実際の調査カテゴリーとは符号を逆にして

　　　　ある。

　　3　両因子については，その解釈のため，便宜的に各変数の因子負荷量の符号をすべて逆にして

　　　　ある。
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段
と
い
う
二
つ
の
軸
か
ら
考
え
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
労
働
観
を

こ
の
調
査
デ
ー
タ
に
適
切
な
枠
組
み
だ
っ
た
。

同
書
は
、
労
働
の
意
味
づ
け
を
、
個
人
性
－
社
会
性
、

目
的
一
手

「
貢
献
」

「
自
己
実
現
」

「
苦
痛
」

「
役
割
」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、



3

日
本
と
世
界
の
青
年
の
労
働
観
の
特
色

　
世
界
二
ヵ
国
の
若
者
の
労
働
観
を
こ
の
枠
組
み
で
考
察
す
る

と
、
日
本
の
若
者
だ
け
が
第
四
象
限
に
位
置
す
る
（
図
1
）
。
日
本

の
多
く
の
若
者
は
「
労
働
“
個
人
の
収
入
を
得
る
」
と
い
う
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
が
、
他
の
一
〇
ヵ
国
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的
に
「
労

働
1
1
社
会
的
な
義
務
」
と
い
う
考
え
方
が
多
い
。
他
方
、
「
労
働
が
楽

で
忙
し
く
な
い
も
の
が
よ
い
」
と
い
う
、
い
わ
ば
労
働
か
ら
の
「
逃

げ
」
の
姿
勢
も
あ
る
。
日
本
の
青
年
に
と
っ
て
、
労
働
が
社
会
的
な

も
の
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
社
会
的
な
「
義
務
」
を
果
た
す
以
上
の

価
値
を
も
た
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
第
一
因
子
の
「
社
会
性
」

に
関
し
て
日
本
と
共
通
だ
が
、
第
二
因
子
は
異
な
り
、
　
「
労
働
1
1
目

的
的
」
で
あ
り
、
第
一
象
限
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
労
働
を

社
会
的
な
目
的
と
し
て
、
　
「
貢
献
的
な
価
値
を
持
つ
も
の
」
と
し
て

捉
え
る
傾
向
が
強
い
。

　
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
は
、
第
二
因
子
の
「
労
働
1
1
手
段

的
価
値
」
に
お
い
て
日
本
と
共
通
だ
が
、
労
働
は
「
個
人
的
」
で
あ

り
、
第
三
象
限
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
労
働
は
生
活

の
維
持
や
自
己
実
現
と
い
っ
た
個
人
的
な
志
向
に
お
い
て
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
し
か
も
「
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
」
場
合
に
は
、
労
働

を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
は
ま
さ
し
く
生

活
の
た
め
の
「
労
苦
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
タ
イ
の
青
年
は
、
第

二
象
限
、
つ
ま
り
「
労
働
1
1
個
人
的
収
入
の
た
め
」
で
あ
り
、
　
「
権

限
と
責
任
の
あ
る
仕
事
」
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
青
年
と

対
極
に
あ
る
労
働
観
で
あ
る
。
労
働
が
直
接
に
は
個
人
の
生
活
の
必

要
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
仮
に
「
生
活
に
苦
労
し
な
い
だ

け
の
お
金
」
が
あ
っ
て
も
働
く
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。

　
ま
と
め
て
み
る
と
、
日
本
青
年
に
お
け
る
「
労
働
1
1
義
務
」
観
、

発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
労
働
を
よ
り

社
会
的
な
役
割
（
貢
献
や
義
務
）
と
見
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
先
進

欧
米
諸
国
で
は
労
働
に
自
己
実
現
や
生
活
の
必
要
な
ど
個
人
的
な
意

味
づ
け
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
か
つ
て
高
い
勤
労
意
欲
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
た
社
会
主
義
国
ソ
連
か
ら
体
制
が
変
わ
っ
た
ロ
シ

ア
で
、
今
日
労
働
へ
の
積
極
的
な
コ
ミ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
な
ど
、

示
唆
に
富
む
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
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4

労
働
観
と
社
会
的
位
置

　
性
、
学
歴
、
就
業
状
況
な
ど
の
社
会
的
な
属
性
別
の
比
較
を
み
よ

う
。
第
一
に
、
性
別
で
は
、
多
く
の
国
で
、
男
子
が
労
働
を
よ
り

「
自
己
実
現
」
的
に
考
え
、
女
子
が
よ
り
「
社
会
的
義
務
」
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
こ
の
差
が
大
き
い
の
が
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
日

本
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
り
、
差
が
小
さ
い
の
が
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
で
あ
る
。
仮
説
的
に
は
、
労
働
観

は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
男
女
の
労
働
参
加
の
実
態
と
関
わ
り
、

男
女
の
役
割
分
業
観
が
強
か
っ
た
り
、
職
場
で
の
男
女
の
機
会
格
差

が
大
き
い
ほ
ど
労
働
観
の
男
女
の
差
異
も
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
学
歴
別
に
も
、
お
よ
そ
各
国
に
共
通
の
方
向
性
が
み
ら

れ
、
高
学
歴
層
ほ
ど
労
働
を
「
社
会
貢
献
」
的
価
値
観
で
把
握
し
、

低
学
歴
層
ほ
ど
「
労
苦
」
と
し
て
把
握
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
就
業
形
態
や
職
種
や
転
職
状
況
な
ど
も
含
め
た
就
業
状

況
と
労
働
観
の
関
係
は
、
性
別
や
学
歴
別
と
比
べ
て
、
国
ご
と
の
傾

向
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
や
韓
国
で
は
貞
常
勤

者
は
労
働
を
よ
り
「
社
会
貢
献
」
的
な
価
値
観
で
と
ら
え
る
傾
向
が

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
は
、
常
勤
者
が
労
働
を

よ
り
「
自
己
実
現
」
的
な
価
値
観
で
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
。
な
お
、

い
ず
れ
も
、
常
勤
者
は
労
働
を
「
目
的
的
」
に
理
解
し
、
逆
に
無
業

や
失
業
中
の
者
ほ
ど
「
楽
で
忙
し
く
な
い
職
場
」
　
「
お
金
が
あ
れ
ば

遊
ん
で
暮
ら
す
」
と
い
う
、
労
働
の
「
手
段
性
」
を
よ
り
強
く
意
識

し
て
い
る
。

　
こ
の
多
様
性
は
、
丸
ご
と
に
労
働
市
場
特
性
が
あ
り
、
そ
の
中
で

の
常
勤
と
パ
ー
ト
、
専
門
職
と
事
務
職
、
定
着
や
転
職
、
な
ど
の
意

味
が
異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
目
本
の
青
年
の
属
性
グ

ル
ー
プ
別
の
労
働
観
の
傾
向
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
、
他
国
の
対
応

す
る
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
点
を
少
し
検
討
し
て
お
こ
う
。
日
本
は
、
い
わ
ゆ
る
発
達
し

た
内
部
労
働
市
場
を
持
っ
て
い
る
。
責
任
・
権
限
・
自
律
性
の
低
い

仕
事
か
ら
始
め
、
職
業
経
験
を
積
む
こ
と
で
次
第
に
責
任
と
評
価
の

伴
っ
た
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
若
者
は
、
ど
れ
ほ
ど
能
力

や
資
質
が
高
く
、
ま
た
相
当
の
業
績
を
あ
げ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
ス

ト
レ
ー
ト
に
評
価
や
．
給
与
に
反
映
し
な
い
。
し
か
も
、
今
日
、
終
身
、

雇
用
、
年
功
処
遇
な
ど
の
雇
用
慣
行
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
が
広
く
論
じ
ら
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れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
が
変
化
す
る
か
ど
う
か
別
と
し
て
、
先
が

見
え
な
い
状
態
が
出
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
労
働
市
場
の
コ
ア
的

な
企
業
社
会
に
い
る
若
者
に
は
、
現
行
の
日
本
的
モ
デ
ル
故
に
い
ま

報
酬
が
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
報
わ
れ
る
の
か
ど
う

か
の
保
証
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
常
勤
者
、
専
門
職
、
継
続
就
業
者
な
ど

が
、
労
働
が
「
社
会
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
な
が
ら
も
、
彼
ら

は
「
旧
人
類
」
の
よ
う
に
労
働
H
目
的
で
あ
る
と
い
う
「
社
会
貢
献
」

的
な
労
働
観
を
持
ち
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
反
面
、
日
本
的
労

働
市
場
の
コ
ア
的
な
位
置
に
い
な
い
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
労

働
者
、
転
職
者
な
ど
が
、
む
し
ろ
労
働
を
「
個
」
の
世
界
の
中
で
捉

え
、
あ
る
場
合
に
は
労
働
を
通
し
て
「
自
己
実
現
」
を
図
る
と
い
う

労
働
へ
の
積
極
的
動
機
づ
け
を
持
ち
う
る
の
か
も
し
れ
な
炉
。
こ
れ

か
ら
の
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

5

一
九
八
○
年
代
の
青
年
の
労
働
観
の
変
化

　
こ
う
し
た
国
際
比
較
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会

的
変
動
の
ど
の
段
階
で
比
較
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
八

○
年
代
の
後
半
か
ら
、
ソ
連
か
ら
ロ
シ
ア
へ
、
ド
イ
ツ
統
一
な
ど
の

東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
な
ど
劇
的
な
世
界
枠
組
み
の
変
化
が
あ
り
、

各
国
が
大
き
な
政
治
経
済
社
会
的
変
動
を
経
験
し
た
。
そ
の
間
に
そ

れ
ぞ
れ
の
若
者
の
労
働
観
は
、
ど
れ
ほ
ど
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
七
二
年
の
第
一
回
調
査
か
ら
、
一
九
九
三
年
の
第
五
回
調
査

ま
で
の
調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
、
労
働
観
の
大
き
な
変
化
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
見
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
で

は
よ
り
「
権
限
と
責
任
の
あ
る
職
場
」
を
志
向
す
る
、
つ
ま
り
労
働

を
「
目
的
」
的
に
考
え
る
傾
向
が
多
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
韓
国
で
は
労
働
を
個
人
的
に
「
収
入
を
得
る
」
た
め
と
考
え
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
若
者
に
「
職
場
で
の
権
限
と
仕
事
の
選

好
」
に
つ
い
て
の
顕
著
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
に
は
、

「
権
限
と
責
任
は
持
た
せ
て
く
れ
な
い
が
、
仕
事
は
楽
で
忙
し
く
な

い
職
場
」
を
好
む
青
年
が
五
〇
・
二
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。

こ
の
比
率
は
、
四
二
・
二
％
、
三
四
・
四
％
と
調
査
の
回
を
重
ね
る

ご
と
に
低
下
し
、
第
五
回
調
査
で
は
一
六
・
一
％
ま
で
に
な
っ
た
。

第
二
回
調
査
時
点
で
一
八
・
八
％
だ
っ
た
日
本
青
年
の
「
楽
で
忙
し
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ぐ
な
い
職
場
」
志
向
は
、
第
五
回
調
査
に
お
い
て
は
二
三
・
五
％
ま

で
増
加
し
て
お
り
、
比
率
は
い
ま
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
逆
転
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
　
「
お
金
と
仕
事
の
選
好
」
の
質
問
に
つ
い
て
も
、
　
「
お
金

が
あ
れ
ば
、
遊
ん
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
志
向
の
も
っ
と
も
高
か

っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
第
三
回
調
査
の
一
九
八
三
年
の
三
九
・
四
％
か
ら

第
五
回
調
査
の
一
九
九
三
年
ま
で
に
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
ゴ

九
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
青
年
で
は
、

第
三
回
の
一
九
・
八
％
か
ら
二
四
・
七
％
へ
と
増
加
し
、
ほ
ぼ
同
じ

レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
ま
や
、
高
福
祉
の
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
「
仕
事
」
へ
の
高
い
モ

ラ
ー
ル
が
生
じ
、
ま
た
人
生
と
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
フ
ラ
ン
ス
で

も
、
，
「
お
金
」
以
上
の
価
値
あ
る
「
仕
事
」
を
志
向
し
て
き
つ
つ
あ

る
。　

対
照
的
に
、
日
本
の
青
年
は
、
経
済
的
に
「
豊
か
な
社
会
」
が
出

現
し
た
今
日
、
労
働
を
相
対
的
に
小
さ
な
位
置
づ
け
で
考
え
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
変
化
の
大
き
さ
も
、
　
「
新
人
類
化
」
や
「
バ
ブ
ル
崩

壊
」
と
騒
が
れ
た
肝
本
で
は
あ
る
が
、
他
の
諸
国
と
比
較
し
て
み
れ

ば
、
労
働
観
は
さ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
－
－
「
新
人
類
化
」
と
い
う
旨

よ
り
、
労
働
か
ら
の
「
逃
走
」
と
い
う
面
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
福
祉
国
家
に
お
け
る
労
働
へ
の
モ
ラ
ー
ル
の
高
ま
り
が
実
質
的
な

も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
逆
に
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
や
レ
ー
ガ
ノ

ミ
ッ
ク
ス
の
風
戸
、
先
進
国
入
り
し
た
韓
国
で
の
「
個
人
主
義
」
が

浸
透
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
直
接
に
そ
う
し
た
政
治
・
経
済
・
社
会

的
背
景
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
日
本
の
若
者
を
ど
う
位

置
づ
け
る
か
、
ま
だ
多
く
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
一

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
、
マ
ク
ロ
な
社
会
的
な
変
動
と
若
者
の
労

働
観
の
連
動
と
い
う
視
点
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
重
要
で
あ

り
、
意
識
調
査
で
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
る
国
際
比
較
、
時
代
比

較
を
可
能
に
す
る
も
の
は
少
な
い
。
こ
の
世
界
青
年
意
識
調
査
は
、

社
会
学
的
な
分
析
の
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら

な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
貴
重
な
調
査
デ
ー

タ
が
、
そ
の
時
々
の
報
告
書
の
刊
行
に
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
研
究
を
深
め
、
行
政
施
策
を
探
索
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
公
開
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
切
に
希
望
し
た

い
。　

　
（
よ
し
も
と
　
け
い
い
ち

　
　
　
　
　
　
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
助
教
授
）
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